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70歳以上 75歳以上 80歳以上 85歳以上 90歳以上 95歳以上 100歳以上

2018年

男女計　 12642 1543 7542 3557 2618 1796 1104 570 219 51 7
　男　 6152 790 3816 1545 1091 705 396 176 54 9 1
　女　 6490 753 3726 2012 1527 1091 709 393 165 42 6

男女計　 100.0 12.2 59.7 28.1 20.7 14.2 8.7 4.5 1.7 0.4 0.1
　男　 100.0 12.8 62.0 25.1 17.7 11.5 6.4 2.9 0.9 0.1 0.0
　女　 100.0 11.6 57.4 31.0 23.5 16.8 10.9 6.1 2.5 0.7 0.1

94.8 104.9 102.4 76.8 71.5 64.6 55.8 44.8 32.7 20.2 14.9
 

2017年

男女計　 12669 1560 7596 3513 2518 1746 1073 544 205 47 7
　男　 6165 799 3841 1525 1044 682 382 167 49 8 1
　女　 6504 761 3755 1988 1474 1063 691 377 156 39 6

男女計　 100.0 12.3 60.0 27.7 19.9 13.8 8.5 4.3 1.6 0.4 0.1
　男　 100.0 13.0 62.3 24.7 16.9 11.1 6.2 2.7 0.8 0.1 0.0
　女　 100.0 11.7 57.7 30.6 22.7 16.3 10.6 5.8 2.4 0.6 0.1

94.8 104.9 102.3 76.7 70.8 64.2 55.3 44.1 31.8 20.1 15.0
 

総人口に占める割合（％）

人口性比 
※

人　口（万人）
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人口性比 
※

65歳
以上

総人口 15歳未満 15～64歳

人　口（万人）

区　　　分

 

 

 

平成 30 年９月 16 日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
総務省統計局では、「敬老の日」（９月17日）を迎えるに当たって、統計からみた我が国

の65歳以上の高齢者のすがたについて取りまとめました。 
 

 
Ⅰ 高齢者の人口   

○ 総人口が前年と比べて27万人減少する一方、高齢者は44万人増加 

○ 女性の高齢者人口が初めて2000万人を超える 

○ 総人口に占める高齢者人口の割合は28.1％と、過去最高 

○ 70歳以上人口の割合が初めて20％を超える 
 

表１ 年齢３区分別人口及び割合（2017年、2018年）－ ９月15日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：「人口推計」 

※）女性100人に対する男性の数 

注）表中の数値は、単位未満を四捨五入しているため、合計の数値と内訳の計が一致しない場合がある。 
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統計からみた我が国の高齢者 
－「敬老の日」にちなんで－ 

要約 
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東京都 -6,370人

埼玉県 2,738人

千葉県 2,189人
茨城県 1,002人

大阪府 -1,015人
福島県 -444人

図１ 高齢者人口及び割合の推移（1950年～ 2040年） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：1950年～2015年は「国勢調査」、2017年及び2018年は「人口推計」 

   2020年以降は「日本の将来推計人口（平成29年推計）」出生（中位）死亡（中位）推計 

（国立社会保障・人口問題研究所）から作成 

注１）2017年及び2018年は９月15日現在、その他の年は10月１日現在 

２）国勢調査による人口及び割合は、年齢不詳をあん分した結果 

３）1970年までは沖縄県を含まない。 

 

 

Ⅱ 高齢者の人口移動  

○ 高齢者の転出超過数は東京都が最も多く、転入超過数は埼玉県が最も多い 

図２ 高齢者の都道府県別転入超過数（2016年、2017年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：「住民基本台帳人口移動報告」 

注）転入超過数とは、転入者数から転出者数を差し引いた数。転入超過数がマイナス（－）の場合は転出超過を示す。

なお、転入超過数０の都道府県については転入超過に含める。 
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Ⅲ 高齢者の就業 

○ 高齢者の就業者数は、14年連続で増加し、807万人と過去最多 

○ いわゆる「団塊の世代」が2017年に70歳を迎え始めたことなどにより、70

歳以上で主に増加 
 

図３ 高齢就業者数の推移（1989年～2017 年）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「労働力調査」（基本集計） 
注）2011年は、東日本大震災に伴う補完推計値 

 

    図４ 高齢就業者数の対前年増減の推移（1989 年～2017 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

資料：「労働力調査」（基本集計） 

注）2011年及び2012年は、東日本大震災に伴う補完推計値 
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Ⅳ 高齢者の家計 

○ 高齢者世帯の支出割合は、交際費（その他の消費支出）、保健医療が相対

的に高い 

図５ 消費支出の構成比（非高齢者世帯に対する倍率）（2017 年：二人以上の世帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 高齢者世帯のネットショッピングの利用割合は、10年間で2.6倍に上昇 

図６ 高齢者世帯におけるネットショッピングの利用割合の推移 

（2007年～2017年）（二人以上の世帯） 
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資料：「家計調査」（家計収支編） 

資料：「家計消費状況調査」 

注）本文章の中では、「インターネットを利用しての商品・サービスの購入」のことを「ネットショッピング」と

表記している。 
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順位 国名
総人口

（万人）
65歳以上人口

（万人）

総人口に占める
65歳以上人口の割合

（％）

1 日本 12642 3557 28.1 

2 イタリア 5929 1382 23.3 

3 ポルトガル 1029 225 21.9 

4 ドイツ 8229 1783 21.7 

5 フィンランド 554 120 21.6 

6 ブルガリア 704 148 21.1 

7 ギリシャ 1114 229 20.6 

8 クロアチア 416 84 20.1 

9 スウェーデン 998 201 20.1 

10 フランス 6523 1308 20.1 
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Ⅴ 国際比較でみる高齢者 

○ 日本の高齢者人口の割合（28.1％）は、世界で最高 

表２ 高齢者人口の割合（上位 10か国）（2018 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 主要国における高齢者人口の割合の推移（1950 年～2065 年） 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  
 

 

○ 日本の高齢者の就業率（23.0％）は、主要国で最高 
図８ 主要国における高齢者の就業率の比較（2007年、2017 年） 

 

 

 

 

 

 

 

資料：日本の値は、「労働力調査」（基本集計）、他国は OECD.Stat 

資料：日本の値は、「人口推計」、他国は、World Population Prospects: The 2017 Revision（United Nations） 
注）日本は、９月 15 日現在、他国は、７月１日現在 

資料：日本の値は、2015年までは「国勢調査」、2020年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」 

他国は、World Population Prospects: The 2017 Revision（United Nations） 
注）日本は、各年 10 月１日現在、他国は、各年７月１日現在 
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【問合せ先】 
統計利用推進課情報提供第一係 

東京都新宿区若松町 19番 1 号 

ＴＥＬ :（ 0 3） 5 2 7 3－ 1 1 6 0（直通） 

ＦＡＸ :（ 0 3） 3 2 0 4－ 9 3 6 1 

E-Mail : y-teikyou1@soumu.go.jp 
 
【各項目に関する問合せ先】 

 
Ⅰ 高齢者の人口 

（人口推計）        国勢統計課人口推計係 （03）5273－1009 

 

Ⅱ 高齢者の人口移動 

（住民基本台帳人口移動報告）国勢統計課人口移動調査係 （03）5273－1157 

 

Ⅲ 高齢者の就業 

（労働力調査）       労働力人口統計室審査発表第一係 （03）5273－1162 

（就業構造基本調査）    労働力人口統計室審査発表第二係 （03）5273－1190 

 

Ⅳ 高齢者の家計 

（家計調査）        消費統計課審査発表係 （03）5273－1174 

（家計消費状況調査）    消費統計課家計消費状況調査係 （03）5273－1011 

 

Ⅴ 国際比較でみる高齢者 

（World Population Prospects） 

  統計利用推進課情報提供第一係  (03) 5273－1160 

（OECD.Stat）        労働力人口統計室審査発表第一係 （03）5273－1162 

 
※統計データを引用・転載する場合には、出典の表記をお願いします。 

 

資料については、16日（日）17時に統計局ホームページで公開し、総務省統計局（中央合同庁舎

第２号館８階）において、配布しています。 

 総務省統計局ホームページ https://www.stat.go.jp/ 

 
 統計局 検索 


